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        総勢12名のパーティで賑やかに登ることができまし

た。途中、雨に降られるのではないかと「雨を覚悟」の山行だっただ

けに雨具を着ずに下山できて本当に良かった。一緒に登った若者の楽

しく元気な会話は絶えることなく中高年の我々まで元気をもらえるこ

とができました。「伊那富士」とも呼ばれる戸倉山、いい山です。

場になっていて「東屋」もあり休憩する。そして、最後の傾斜を登り

きると戸倉山頂上「西峰」に到着である。さらに 5分ほど歩いて一等

三角点のある東峰に到着。記念の写真を撮る。下山は途中「金明水」

で休憩しながら、登ってきた道をそのまま下った。下山後、駒ヶ根 IC

近くの「早太郎温泉」に立ち寄り、あかまんまロッジへと向かった。

      車で中央道、屏風山 PAに集合した後、登山コース毎に別れて出発、登山口に向かった。我々

は登山口のある戸倉山キャンプ場に向かう。今まで降っていた雨は小降りとなり登山口に到着した頃には

傘の心配は要らないくらいであった。念のため、3 人が雨具を着て出発する。バンガロー横の林道を進む

とすぐに登山口が現れ、そこから登り始める。落ち葉に踏み固められた登山道をゆっくりと登る。よく手

入れされていて歩きやすい。九十九折の道を進むと脇にコナラ、ブナの木が見えてくる。「馬止めの松」

手前で一本立てる。雨具を着ていた 3人は汗ばんだ時点ですでに脱いでいた。当面、雨の心配はなさそう

だ。そして出発、やがて上の森コースとの分岐に到着する。ここからは尾根上を進んでいく。六合目ベン

チに到着、目の前は切り開かれているが、あいにくの天候で展望は見えない。さらに進むと「猿の松」そ

のすぐ先に「天狗伝説の岩」が見えてきた。ここで渡辺（幸）先輩から「猿の松」伝説のお話を聞くこと

ができた。「猿を助けて…」の内容で「情けをかけた猿が恩返しをする」話だ。そんな会話で盛り上がり

ながら歩いていると「金明水」と呼ばれる水場に到着、湧き出る水を一口飲む。「おいしい」。ここは広
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05/28 曇り時々雨 
 
9：45戸倉山 
キャンプ場登山口 

10：15馬止めの松 
10：45分岐 
11：18猿の松 
11：30金明水 
11：55西峰頂上 

（1680.7ｍ） 
12：00東峰頂上 
12：40金明水 
13：05猿の松 
13：14分岐 
13：45戸倉山 

キャンプ場登山口 

  やまびこ祭、親睦登山 
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